
数学 NO.１８
〈解答〉

1　⑴　－ ₇    ⑵　－₇₂　　⑶　x　　⑷　 ₂ a₂b₃　　⑸　 ₂₃ x ＋ ₃₂ y

2　⑴　－ ₇₅ ＜ －₁．₂ ＜－ ₇₈
　　⑵　y ＝ ₁₂ x － ₆ z

　　⑶　 x＝ ₃
　　⑷　－₃₆
　　⑸　 ₁， ₂， ₇， ₆
　　⑹　∠x＝₃₃ 度
　　⑺　 ₆本
　　⑻　右図

配点　各 ₂点　₂₆点満点

〈解説〉
1　⑴　 ₂＋（－ ₉）
　　　＝ ₂－ ₉
　　　＝－ ₇
　　⑵　 － ₂ ₃×（－ ₃）₂

　　　＝－ ₂× ₂× ₂×（－ ₃）×（－ ₃）
　　　＝－ ₈× ₉
　　　＝－₇₂
　　⑶　 －x －（－ ₂ x ）
　　　＝－x ＋ ₂ x
　　　＝  x
　　⑷　 ₃ a₃b₂÷ ₆ a× ₄ b

　　　＝ ₃ a₃b₂×  ₁  
₆ a × ₄ b

　　　＝
₃ a₃b₂× ₁ × ₄ b

₆ a

　　　＝ ₃× ₄×a×a×a×b×b×b
₆ ×a

　　　＝ ₂ a₂b₃

　　⑸　 x＋ ₁₂ y － ₁₃ x＋y

　　　＝x－ ₁₃ x＋ ₁₂ y＋y

2　⑻



　　　＝ ₃₃ x－ ₁₃ x＋ ₁₂ y＋ ₂₂ y

　　　＝ ₂₃ x＋ ₃₂ y

2　⑴　すべて負の数であり，負の数は絶対値が小さいほど大きい数である。

　　　　　－ ₇₈ の絶対値は
₇
₈ ＝₀.₈₇₅

　　　　　－₁.₂の絶対値は₁.₂

　　　　　－ ₇₅ の絶対値は
₇
₅ ＝₁.₄

　　　絶対値の大小関係は

　　　　　 ₇₈ ＜₁.₂＜
₇
₅

　　　なので，

　　　　－ ₇₅ ＜－₁.₂ ＜－
₇
₈

　　⑵　 x－ ₂ y
₃ ＝ ₄ z

　　　両辺に ₃をかけて，
　　　　　x－ ₂ y＝₁₂z
　　　左辺のxを移項して，
　　　　　－ ₂ y＝－x＋₁₂z
　　　両辺を－ ₂で割って，

　　　　　y＝ ₁₂ x － ₆ z　または　y＝  x－₁₂z
₂

　　⑶　A：B＝C：D のとき，
　　　　　A × D＝B × C（外項の積＝内項の積）なので，
　　　（ ₂ x ＋ ₃）： ₉ ＝（ x－ ₁）： ₂のとき
　　　（ ₂ x ＋ ₃）× ₂ ＝ ₉×（ x－ ₁）
　　　　　　 ₄ x＋ ₆ ＝ ₉ x－ ₉
　　　左辺の ₆，右辺の ₉ x を移項して，
　　　　　　 ₄ x－ ₉ x＝－ ₉－ ₆
　　　　　　　   － ₅ x＝－₁₅
　　　両辺を－ ₅で割って，
　　　　　　x＝ ₃
　　⑷　 yはxに反比例するので，これらの関係は比例定数をaとすると，

　　　　　　y＝  a 
 x 

　　　と表される。この式を変形したa＝xyにx＝－ ₃，y＝₁₂を代入して，
　　　　　　a＝－ ₃×₁₂



　　　　　　  ＝－₃₆

　　⑸　₁₀㎞ 未満を四捨五入したので，₁₂₇₆₀の真の値は，
　　　　　　₁₂₇₅₅ ≦（真の値）＜₁₂₇₆₅
　　　 の範囲に含まれると考える。この時，₁₀㎞未満を四捨五入して表した₁₂₇₆₀㎞の

₁₀ ㎞の位の「 ₆」は意味のある数字と考える。した
がって，有効数字は₁₀₀₀₀㎞の位の「 ₁」，₁₀₀₀㎞の
位の「 ₂」，₁₀₀㎞の位の「 ₇」，₁₀㎞の位の「 ₆」と
なる。

　　⑹　平行線の同位角は等しいので，右の図において，
　　　　　　∠a＝₁₂₆°
　　　直線ℓの上側にある三角形の内角・外角の関係より，
　　　　　　∠x＝₁₅₉°－∠a
　　　　　　　  ＝₁₅₉°－₁₂₆°
　　　　　　　  ＝₃₃°

　　⑺ 　ねじれの位置にある辺とは，同一平面上にない辺のことをいう。したがって，対
角線ＡＣと交わる辺，および対角線ＡＣと平行な辺を除外すればよい。対角線ＡＣと交
わる辺は

　　　　　辺ＡＢ，ＡＤ，ＡＥ，ＢＣ，ＣＤ，ＣＧ
　　　の ₆本であり，対角線ＡＣと平行な辺はないので，残
りの
　　　　辺ＢＦ，ＤＨ，ＥＦ，ＦＧ，ＧＨ，ＥＨ
　　　の ₆本がねじれの位置にある辺である。
　　⑻　辺ＡＣを延長してできる△ＡＢＣの外角の大きさは
　　　　　₅₀°＋₃₀°＝₈₀°
　　　 であり，₄₀°は₈₀°の半分の大きさなので，頂点Ｂは，

頂点Ｃにおける外角の二等分線上に移動する。以上
より，右の図のように，以下の手順①～⑥で作図す
るとよい。

　　　①　辺ＡＣを延長する。
　　　②　頂点Ｃを中心とする円弧をかく。
　　　③ 　②の円弧と辺ＢＣ，ＡＣの延長との交点を中心とする，半径の等しい円弧をかく。
　　　④　③の円弧どうしの交点と頂点Ｃを通る直線を引く。
　　　⑤　頂点Ｃを中心，辺ＢＣを半径とする円弧をかく。
　　　⑥　④の直線と⑤の円弧との交点が点Ｐである。


